
1971年秋季大会（札幌）学会インフォーマル・ミーティング

○気象庁内の研究環境の改善については，スピーカーの

　提案のとおりでよいと思い，ぜひ推進してもらいたい

　が，大学院生の就職先については，学会が若い研究者

　の層をふやすていねいな方法を考えて欲しい．

○気象庁は若がえりの時代にはいりつつあり，研究環境

　についても悲観的なものではない．

環境破かい等の問題

○今日のスピーカーは口をそろえて環境問題をとなえた

　が，なぜそれがとう突にでてきたか理解しがたい．上

　層大気の研究とか，惑星大気の研究も重要である．

○現代は単に科学のことばかり考えていたのでは科学者

　でありえない．どうやって人類を破滅から守るかを常

　に考えなければならない．ただその具体的なあり方と

　して，たとえば私について言えば，今までやってきた
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　雷の研究と環境問題をどう結びつけるかに苦しんでい

　る．

○今日は職場の研究環境を論じるために実学の側面を強

　調してしゃべった．国連から勧告されている食糧問

　題，人口問題などの中から，環境破かいと水資源の問

　題を，単なる技術者集団「だけでは解決できない新型の

　問題としてとりあげた．アカデミーの側面が中心議題

　の場合には，また別のとりあげ方ができる．

○研究者，技術者の研究環境を学術会議がアーフタケア

　する考えなど，気の付いた点はどんなものでもよいか

　ら学術会議の議長へ手紙で申し入れしてほしい．手紙

　がたまると委員会へまわして審議することができる．

　　　　　　　　　　以上文責　駒林　誠（気象大）
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